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1．背景と目的 

窒化ホウ素（BN）は無機ベンゼンとも呼ばれる無機結晶化合物であり、その強固な特性から研

磨剤などとして利用されている。高い光屈折率を有するため、光沢を持たせる目的で化粧品など

にも利用されている。窒化ホウ素は反磁性体であるが、高い磁化率異方性を持つ結晶構造をとる

ことから、外部磁場の印加により磁場配向を生じることが既に報告されている[1]。本研究では、

磁場下における窒化ホウ素の光反射特性を観察し、磁力線および光照射方向、観察方向との組み

合わせによる散乱光の動的な変化について検討を行った。 

2．実験 

 窒化ホウ素（デンカボロンナイトライド GP(平均粒径 6.5 µm)，電気化学工業）を蒸留水に懸濁

し石英セルに入れ観察用試料とした。磁場印加観察系は 0.5テスラ水冷式電磁石（WS-15-40-5K-MS，

Hayama）の磁極間に試料セルを固定し、CCDカメラ（CC421，ELMO）および光照射用ライトガ

イドを用いて構築した。磁力線の印加軸と光照射方向が平行で、この両者に対し CCDカメラの観

察軸が垂直な系(観察系 A)、および観察軸と磁力線が平行で照射光が両者に垂直な系(観察系 B)、

観察軸、磁力線印加方向、照射光方向の 3軸がすべて直交する系(観察系 C)を用いた。磁場印加前

および印加中、磁場オフ後の散乱光変化を計測した。 

3．結果と考察 

 観察系Aおよび観察系Bでは磁場印加により散乱が抑

制された（上段と中段）。観察系 C（図の下段）では磁場

印加によって光散乱（光反射）強度が増加した。これら

の結果は、魚類由来グアニン結晶板で観測した磁場中で

の光反射特性[2]に類似したものである。今後は、BN 結

晶板の屈折率や厚み（サイズ）を考慮しつつ、FDTD 等

の数値解析をもとに詳細な検討を進める。 
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Fig. 1. Light scattering by BN micro 
crystals with and without 0.5 Tesla 
magnetic fields. 
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